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あらまし 近年、ニュース映像のアーカイビングが重要となり、大量に蓄積されたニュース映像の整理や閲覧の効率

化のためにトピックの検索・追跡技術が必要とされている。また、最近では、あるニュースの様々な観点からの内容

理解などのため、国内だけでなく海外ニュース映像を閲覧する機会が増加している。そこで、我々は放送国の異なる

ニュース映像から同一ニューストピックを検索する技術に注目する。しかし、従来のテキストのみを用いた手法では

機械翻訳の性能や放送国間の視点・文化的背景の違いにより十分な検索は困難である。本研究では、テキスト情報に

加え、映像中の画像情報を用いてニューストピック間の類似性を決定することで、言語の違いにも頑強な同一ニュー

ス検索を行なう手法を提案する。画像情報としては、映像間における同一素材映像の存在を用いる。実験の結果、テ

キスト情報を補う情報としての画像情報の有用性と画像・テキストの併用による検索精度の向上を確認した。
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Abstract Recently, the importance of archiving news videos has increased. Therefore, for reusing large quantities

of accumulated news videos efficiently and effectively, technology for news topic retrival and tracking is necessary.

Moreover, in order to understand a certain topic from various viewpoints, the opportunity for viewing news programs

from all over the world has increased. Therefore, we focus on identical event detection in various news programs

from different countries. However, cross-lingual retrieval using text information is difficult due to the performance

of machine translation and moreover, different viewpoints and cultures. In this paper, we propose a cross-lingual

retrieval method for detecting identical news topics that exploits image information together with text information.

We utilize the existence of near-duplicate video segments as a strong information for the purpose. In an experiment,

we verified the effectiveness of making use of the existence of near-duplicate video segments and the possibility of

improving retrieval performance by using them.
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1. は じ め に

1. 1 背景と目的

近年、記憶装置や通信技術の発達により、我々は数 1,000時

間規模の映像データベースを容易に構築できるようになりつつ

ある。放送映像にはスポーツ，ドラマ，バラエティ，アニメー

ションなど様々な種類があるが、なかでもニュース映像は人間

社会の出来事を克明に記録した映像データであり、資料的価値
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が高いため、映像のアーカイビングが重要視されている。し

かし、複数の放送局で毎日放送されるという特性があり、その

蓄積量は非常に膨大なものになる。それ故、それら大容量の

ニュース映像を効率的に整理・閲覧するため、話題（トピック）

の検索・追跡といった技術が必要とされている。

また最近では、衛星放送やWeb上での映像配信などにより、

国内の放送映像だけでなく海外の放送映像を視聴することも容

易になりつつある。ニュース映像においては、様々な視点から

情勢を理解するための資料として、世界各国のニュース映像の

利用価値が高い。このようなニーズは、国際化が進むにつれて

増加すると考えられるので、国内のニュース映像に加えて海外

の映像も映像資源として利用する技術の研究が必要である。

以上のことから、世界各国のニュース映像を対象とした話題

の検索・追跡技術の重要性は高く、それらを実現するために、

異なる言語・放送国間で関連した話題を扱ったニュースを対応

付ける技術が求められている。そこで、本研究では、異なる放

送国の様々なニュース映像から同一ニューストピックを検索す

る技術に注目する。

現在、一般にニュース映像を対象とした検索は、新聞記事検

索などのテキスト検索技術を拡張し、音声の書き下しや TV画

面上に現れるテロップを用いたテキストのみによる手法が用い

られている。このような手法は、同一言語・放送国のニュース

映像のみを対象とした検索においては比較的容易に実現するこ

とができ、検索精度も実用的な高さである。しかし、前述した

とおりに映像資源としては国内のものだけでなく海外の放送映

像も存在するため、それら映像資源を含めて網羅的に利用する

ことが望まれる。つまり、検索対象となるニュース映像が、異

なる複数の言語・放送局から構成されるようになる。このよう

な映像アーカイブに対して従来のテキストのみによる手法で検

索を行なう場合、機械翻訳の性能の問題や国や放送局による視

点・文化的背景の違いにより、一般的に同一言語を対象とした

ときより検索性能が低下する。また、全てのニュース映像に必

ずしも文字放送字幕（Closed Caption; CC）テキストのような

音声を書き下したテキストが付随しているわけではないので、

音声認識によるテキスト情報を用いなければならない場合もあ

る。しかし、現在の音声認識技術の性能では、周囲の雑音など

の影響で正しく音声を書き下すことができないこともあり、十

分なテキスト情報を得ることができない。

そこで本研究では、テキスト情報に加えてニュース映像中の

画像情報を利用する手法を提案し、異なる言語・放送国間での

同一ニューストピック検索の精度向上を目指す。一般にニュー

ス映像では、世界規模、もしくは近隣国の話題を報道する場合、

その国の放送局などから素材映像の提供をうけることが多く、

希少な素材映像に関しては放送国・局を問わずに配信されて放

送される性質がある。また、長期間にわたってある特定の話題

を報道する際に、同一素材映像を象徴的に使いまわす傾向があ

る。これらを考慮すると、異なるニュース映像間に同一素材映

像が含まれている場合、それらニュースの間には何らかの意味

的関連性があるため、同一の話題を扱っている可能性があると

考えられる。

図 1 映像の構成

以上のことより我々は、画像情報としてニュース映像間にお

ける同一素材映像の存在を利用し、画像とテキストを併用した

同一ニューストピックの検出手法を提案する。そして、その結

果得られた検出精度をテキスト情報のみによる同一ニュースト

ピック検出の精度と比較することで、画像情報がテキスト情報

を補う情報として有用であり、検出精度の向上に利用できるか

を検証する。

以降、2.章で本研究に関連する研究について述べ、3.章で提

案手法についての詳細を述べる。4.章で提案手法の効果を実験

によって示し、5.章で実験家かを用いた閲覧インタフェースに

ついて述べる。6.章でまとめる。

1. 2 用語の整理

まず、関連する用語について整理をする。本研究において、

ニュース映像とは動画像と音声の集合体であり、存在する場合

には CCテキストもこれに含む。一方、素材映像とは TV局に

より編集が行なわれる前の映像のことである。また、映像の画

像的構成は

• フレーム：動画像の最小構成単位である静止画像

• ショット：画像的に連続するフレーム群

とし、内容的構成は

• ストーリ：ニュース映像中で 1つのイベントを扱う単位

• イベント：ある日ある場所で起こった出来事

とする（図 1）。

2. 関 連 研 究

ニュース映像を対象とした検索・追跡に関連した研究には以

下のようなものが挙げられる。

角田ら [2] は、ニュース映像中のストーリに対応する新聞記

事をテロップと記事のテキスト照合により特定する手法を提案

した。この研究は、ニュース映像の画面に表れるテロップと新

聞記事のテキストを用い、一致文字列の長さや位置、頻度など

を用いてニュースの報道のそれぞれに対応する新聞記事を 1つ

選択する手法である。同様の研究で、渡辺ら [1]は、TVニュー

スと新聞が相補的な特徴を持っていることに注目し、対応関係

あるいは続報関係にある TVニュースの映像と新聞記事を取り

出す手法を提案した。この手法ではテロップから名詞を抽出し、

それをキーとしてニュース映像中のストーリと新聞記事の類似

度を求め、対応関係または続報関係にあるかどうかを判断して
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いる。そして、その結果をデータベース化することで、ニュー

ス映像と新聞記事を対象とした相互閲覧および検索システムを

作成している。

ニュース映像の追跡に関する研究では、井手ら [3] が、大規

模ニュース映像アーカイブ中のトピックのスレッド構造を抽出

する手法と、その構造に基づく閲覧インタフェースを提案した。

この研究では、CCテキストを用い、名詞列をキーとして、各

ニュース映像をストーリ分割し、全てのストーリ間の類似度を

評価することでトピックの追跡を行ない、スレッド構築を行なっ

ている。そして、得られたスレッド構造に基づき、映像閲覧イ

ンタフェース“ Topic Browser”を実装している。また、追跡

技術においては、Topic Detection Tracking（TDT）と呼ばれ

るオンラインニュースやニュース放送といったデータストリー

ムからトピック構造を自動的に得るための技術の確立を目的と

した技術研究開発プログラムがあり、そこで様々な研究がなさ

れている。

これらの研究は、テキスト情報のみを用いた手法となって

いるが、高度な検索・追跡を実現している。しかし、それはあ

くまでも同一言語のニュース映像、新聞記事を対象としてい

る場合であり、複数言語間を対象とした言語横断型の検索・追

跡に適用する場合、機械翻訳の性能に関する問題や放送国間

の異なる視点・文化的背景などにより、精度が低下することが

知られている。TREC（Text REtrieval Conference）や NT-

CIR(NII/NACSIS Test Collection for Information Retrival)

といったワークショップでは言語横断検索に対する研究も多く

なされているが、そのほとんどはテキスト情報のみを用いたも

のである。

そこで本研究では、テキスト情報に加え、ニュース映像中

の画像情報として同一素材映像の存在を用いることで、同一

ニューストピック検索の精度向上を目指す。特定の区間映像に

対し、同一映像を長時間映像群から検索する手法としては時系

列アクティブ探索法 [4]をはじめ、いくつかの手法が存在する。

しかし、ニュース映像間から任意の同一映像区間を検出する技

術はいまだ確立されていない。本研究では、ニュース映像間に

おける同一映像区間の高速検出の手法として、野田らが提案し

た主成分分析を用いた特徴次元圧縮による同一映像区間の高速

検出手法 [5]を用いる。この手法は、空間方向と時間方向の次

元圧縮により、低次元の特徴量で同一映像区間を絞り込むこと

で検出精度を保ったまま高速に同一映像区間を検出するもので

ある。

3. 提 案 手 法

3. 1 手法の概要

本研究では映像間における同一素材映像の共起性に注目し、

従来のテキスト情報に加えて画像情報を用いる同一ニュースト

ピックの検出手法を提案する。この手法は、画像・テキスト情

報それぞれにおける映像間の類似性を組み合わせることで同一

ニューストピックを検出する。検出処理の流れは図 2のとおり

である。まず、準備処理として各ニュース映像をストーリに分

割する。次に、各ストーリ間で同一素材映像の共起に基づく画

図 2 提案手法による同一ニューストピック検出の処理手順

像の類似度を、キーワードの出現頻度を用いてテキストの類似

度を求める。最後に、それら 2つを組み合わせた類似度を用い

て同一ニューストピックを検出する。以下、それぞれの処理に

ついて詳しく説明する。

3. 2 準 備 処 理

一般にニュース映像は、複数のストーリにより構成されたス

トーリの集合体である。そこで本研究では、ニュース映像をス

トーリごとに分割し、それを同一ニューストピックを検出する

単位とする。ニュース映像におけるストーリ分割としては、CC

テキストを用いたテキスト処理による手法やキャスタショット

の出現を用いた画像処理による手法など、従来より様々な研究

が行われている。そこで、本研究ではそれら従来手法を用いて

ストーリ分割を行なうことを前提にする。以下の実験におい

て、日本語のニュース映像に関しては、CCテキストにおける

文間のキーワードベクトルの類似性に基づく手法 [3]により分

割された結果を用いる。一方、海外のニュース映像として用い

る、米国 NIST主催の TrecVid2005 [11]の映像データの一部に

対して、文献 [9]などによりストーリ分割された結果が提供さ

れている参加者共有データを用い、残りは一部人手による結果

を用いた。

3. 3 画 像 処 理

3. 3. 1 照合領域の抽出

一般にニュース映像は、番組ごと独自のテロップを挿入する

などの加工がされているため、同じ映像素材を基にしている場

合でも部分的に異なる映像となり、類似度が低下して検出がで

きない恐れがある。この問題を回避するための単純な方法とし

て検出時の類似度の閾値を低くすることが考えられるが、類似

度の低下に比例して誤検出が増加すると考えられる。大規模な

ニュース映像アーカイブに適用する場合、誤検出が多くなるこ

とは望ましくないため、本手法では比較的テロップなどが挿入

されることが少ない各フレームの中心領域を切り出し、その領

域のみを照合に用いることにする（図 3）。切り出し位置は、目

視で大量のニュース映像から決定した。

また、ニュース映像間の照合における問題は、映像の加工に

よる違いだけではなく、録画状況や各放送局の規定による映像

の明るさの違いに関するものも考えられる。本手法では特徴量
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図 3 照合領域の切り出しと明るさの正規化

として各画素の RGB値を使用するため、この変化により検出

漏れや誤検出が生じる可能性が高い。そこで、ニュース映像中

の各照合領域の輝度値に対し、ヒストグラム平坦化 [6]を施す

ことで明るさの正規化を行ない、この問題に対処する（図 3）。

本手法では、RGB値を YUV値に変換し、輝度値である Yに

対して平坦化を行い、再び RGB値に戻すことで正規化を行な

う。以降、RGB値としてはこの正規化により得られた各画素

の RGB値を用いて処理を行なう。

3. 3. 2 同一素材映像の検出

本研究では、ニュース映像中から同一素材映像を検出する手

法として、特徴次元圧縮による長時間映像中における同一区間

映像の高速検出手法 [5]を用いる。この手法は、フレーム画像

中の各画素の RGB値を特徴ベクトルとし、空間方向と時間方

向の次元圧縮により低次元化された特徴ベクトルを用いて繰り

返し照合することで、検出精度を保持したまま同一映像区間の

候補を高速に検出する。そして、候補として得られた映像区間

に対し、次元圧縮する前の高次元の特徴ベクトルによる詳細照

合により、同一映像区間を正確に検出する。

3. 4 テキスト処理

この節では、テキスト情報によるニュースストーリ間の類似

度を求める処理について説明する。テキスト情報として CCテ

キストを用いて処理を行なう。

まず、和文以外の CCテキストに関しては、それぞれの言語

に適した既存の翻訳ソフトウェアやWeb上の翻訳サービスを

用いて機械翻訳を行ない、和文のテキストに変換して用いる

ことを前提とする。以下の本実験では、外国の映像は米国の

ニュース映像のみを用いたので、翻訳ソフトウェア「The 翻訳

プロフェッショナル v10」[東芝] を用いた。次に、日本語形態

素解析システム JUMAN [7]を用いて CCテキストを形態素解

析し、品詞判別を行なう。そして、得られた形態素の品詞情報

を用いて keywordとなる語句を抽出する。本実験においては、

以下に示す品詞を持つ語句を keywordとする。

• 名詞：「人称名詞」や「形式名詞」は対象外とし、前後の

「接頭辞」、「接尾辞」は結合、名詞が連続する場合はそれらを

結合した名詞列も 1つの名詞として扱う

• 未定義語：「地名」や「人名」を表す語のみ

以上の処理により得られた keyword とその出現頻度を用い

表 1 実験に用いたニュース映像の詳細

国名 放送局 番組名 放送時間

日本 NHK News7 19:00～19:30

米国 CNN NewsNight Aaron Brown 22:00～23:00

図 4 放送時間と映像グループの関係

て各ニュースストーリ間の類似性を求める。類似度としては、

ストーリ間の keywordベクトルのコサイン距離を用いる。

4. 実 験

言語横断型の同一ニューストピック検索における画像情報の

有用性と、画像とテキストの併用による同一ニューストピック

検索の精度向上を確認するために、提案手法を用いて異なる言

語・放送国のニュース映像間から同一ニューストピックを検出

する実験を行なった。

4. 1 実 験 対 象

検出対象として 2004年 11月に実際に放送された日米の 2ヶ

国のニュース映像を使用した。それぞれの放送局と番組名、放

送時間を以下に示す。

なお、米国のニュース映像は TrecVid2005 [11] 提供のもの

を利用し、CC テキストは CNN がWeb 上で公開しているも

の [12]を用いた。また、日米間の時差やニュース伝達の時間を

考慮し、日本で放送されたニュース映像 1本に対し、その前後

24 時間以内に米国で放送されたニュース映像 2 本に照合対象

を限定した（図 4に示す映像グループ）。本実験では 18の映像

グループを用いて検出を行なった。

4. 2 同一素材映像の検出精度

本研究では、画像情報として同一素材映像の存在を用いてい

るため、画像情報による同一ニューストピック検出の精度を評

価するうえで、同一素材映像の検出精度が重要となる。そこで

本節では、前節で述べた実験対象における同一素材映像の検出

精度について述べる。

3. 3 節で述べた手法により検出を行なった結果、適合率は

93%（79/85）、再現率は 81%（79/98）となった。適合率に関

しては、本実験では誤検出の削減のため、検出された同一素材

映像に対してさらに色コリログラム [8]による絞込み照合を行

なったこともあり、90% 以上を示し、再現率においても 80%

以上を示したので、検出精度としては十分であると考えられる。

なお、誤検出について分析したところ、低解像度化や輝度のヒ

ストグラム平坦化の影響により、照合領域がそれぞれ海と空を

表した映像のように、映像素材は異なるが画像的（特に色特徴

的）には違いがあまりない映像同士を誤対応してしまうもので

あった。また、検出漏れについても分析したところ、映像間の
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表 2 類似度の組合せに方による同一ニューストピックの検出精度

画像のみ テキストのみ 画像＋テキスト

適合率 77%（20/26） 72%（38/53） 90%（44/49）

再現率 43%（20/46） 83%（38/46） 96%（44/46）

明るさの違いが予想以上に大きく、ヒストグラム正規化だけで

は違いを吸収しきれずに、同一素材映像ではあるが異なると判

断されたものと、そもそも同一素材映像の長さが短かすぎて検

出できなかったものの 2種類の検出漏れがあった。

4. 3 画像・テキスト類似度の統合について

本実験では、画像情報とテキスト情報の併用手法として、各

情報から得られたストーリ間の類似度を加重和により組み合わ

せた値をそのストーリ間での類似度（式 1）と定義し、その値

が閾値以上のストーリ対を同一ニューストピックの関係にある

として検出する方法を用いた。

R(Si, Sj) = αRtext(Si, Sj) + (1 − α)Rimage(Si, Sj) (1)

ここで、αは重み係数を、Rtext(Si, Sj)と Rimage(Si, Sj)はそ

れぞれストーリ Si と Sj 間のテキスト情報による類似度と画像

情報による類似度を表す。

画像情報によるストーリ間の類似度は同一素材映像の共起量

を用いる。これは式 2によって定義され、ストーリ間で共有す

る同一素材映像の時間的割合を表している。

Rimage(Si, Sj) = Max

(
Mij

L(Si)
,

Mji

L(Sj)

)
(2)

ただし、L(Si), L(Sj)はそれぞれストーリ Si, Sj の時間長を、

Mij , Mji はそれぞれストーリ Si, Sj におけるストーリ Sj , Si

との同一素材映像の合計の時間長を表す。

テキストによる類似度にはストーリ間の keyword ベクトル

のコサイン距離を用いる。なお、本実験では重み係数 α = 0.5

と固定し、画像情報とテキスト情報を同等に扱って検出を行

なった。

4. 4 実験結果と分析

図 2に示す手順で実験を行ない、前節で述べた方法を用いて

画像・テキスト類似度を結合した結果、表 2に示すように適合

率は 90%（44/49）、再現率は 96%（44/46）となった。また、

検出精度の比較を行なうために画像情報のみ、テキスト情報の

みを用いた検出も行ない、その結果、それぞれの適合率と再現

率は表 2に示すとおりになった。なお、同一ニューストピック

の正誤については人手により判断を行なった。

画像情報による検出とテキスト情報による検出単体の精度を

比較すると、適合率にはあまり差がないのに対し、再現率はテ

キスト情報による検出が画像情報による検出のおよそ 2倍であ

り、単体情報の検出性能としてはテキスト情報の方が高くなっ

ている。しかし、画像・テキスト情報併用による検出を見ると、

テキスト情報による検出より適合率でおよそ 20%、再現率で

およそ 10% の精度向上が見られる。したがって、画像情報を

検出のキー情報として単体で用いることはあまり効果的ではな

いが、テキスト情報と併用することでテキスト情報を補い、検

出精度向上の助けになると考えられる。そこで、画像・テキス

図 5 画像・テキスト情報の併用により検出された正解同一ニュースト

ピック全 44 組の内訳

ト情報併用による検出結果における画像・テキスト情報のそれ

ぞれが検出した正解同一ニューストピックについて分析を試み

た。結果、図 5に示すように、テキスト情報では検出すること

ができなかった 6つの同一ニューストピックを画像情報で検出

しており、画像情報はテキスト情報を補う形になっていた。つ

まり、同一ニューストピック検出において画像情報はテキスト

情報を補う情報として有用であることが確認された。

また、表 2と図 5から、画像情報のみによる検出では 20で

あった正解同一ニューストピックの検出数がテキスト情報と併

用することで 18に減少していることがわかる。そこで、検出

が漏れた 2つの同一ニューストピックの画像情報について分析

した結果、これらストーリ間には同一素材映像が存在はしてい

るが、その長さが短いために時間的割合が低くなり、テキスト

類似度との統合の際に影響しなかったことがわかった。このこ

とから、ストーリ間の画像類似度として時間的割合以外の共起

量での評価、または重み係数 αの設定方法を含む画像・テキス

ト情報の組み合わせ方に関する評価が今後必要であると考えら

れる。

5. 同一ニューストピックを反映した映像閲覧イ
ンタフェース

本実験により得られた同一ニューストピックに基づき、図 6

に示すような映像閲覧インタフェースを実装した。このインタ

フェースは、利用者が閲覧したいトピックに関する語句を入力

することで、その語句が CCテキストに表れるニューストピッ

クを事前に構築されたニュース映像アーカイブの中から検索し、

放送国や局、日時といったトピック情報に加えてサムネイル画

像と入力語句を含む文字列を表示する。そして、表示されてい

るトピックを選択することで映像を再生し、先ほどの表示情報

に加えて CC テキスト中の keyword 文字列を出現頻度が高い

順に表示する。また、閲覧しているニューストピックと同一と

なる他のニューストピックを表示する。それぞれのトピックは

画像・テキストの類似度の強さによって 3種類の色分けがされ

ており、同一素材映像が存在する場合はそのサムネイル画像も

表示される。

使い方は、まず、インタフェース左上の検索ワード入力欄に

閲覧したいニューストピックに関する語句を 1単語で入力する。

するとインタフェース右側に検索結果としてトピックが列挙さ

れるので、次にその中から閲覧したいトピックを選択する。イ

ンタフェース左下では選択したトピックのニュース映像が再生

され、右下には他の同一ニューストピックが表示される。ここ
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図 6 映像閲覧インタフェース

で、再びそれらの中から閲覧したいトピックを選択することが

できる。

この閲覧インターフェースはまだ開発途中のものであり、実

用性という点で表示される情報や機能が不足していると考えら

れるので、今後改善が必要である。

6. む す び

本研究では、映像の検索技術の 1つとして、異なる言語・放

送国間における同一ニューストピックの検出を行なった。従来

研究で行なわれているようなテキスト情報のみによる検出で

はなく、画像情報としてニュース映像間の同一素材映像の存在

を利用し、テキスト情報と併用することで、使用言語の違いや

文化的背景の違いなどの問題により困難であった言語横断型の

検出を同一言語・放送国を対象としたときと同等の精度で行な

える手法を提案した。本実験では、実際に放送された日本とア

メリカのニュース映像に対し、提案手法による同一ニュースト

ピック検出を行ない、その結果、テキスト情報では検出するこ

とができなかった同一ニューストピックを画像情報を用いるこ

とで検出することができることを確認した。また、画像情報と

テキスト情報を併用して検出を行なうことで、言語横断型同一

ニューストピック検出の精度向上に成功した。

本研究で得られる同一ニューストピックは映像の検索以外に

も、閲覧や整理、要約にも応用できる。例えば、あるニュース

に注目しているときに、同じトピックを扱っている他のニュー

スを検索・閲覧することや、あるトピックに関する世界中の

ニュース映像を集めることで、より深い内容の要約や映像の補

完などができると考えられる。

今後の課題としては、本実験では画像とテキストを併用する

際に両情報を同等にして扱ったが、話題の種類による映像の提

供具合や報道内容における視点・文化的背景の影響を考慮した

重み付け、より効果的な画像・テキストにおける類似度の定義

や組み合わせ方の検討が必要である。

また、画像情報については同一素材映像だけでなく、会見な

どでの撮影カメラ位置の違いや映像の拡大縮小にロバストで、

かつ高速に検索できる特徴の検討・導入が挙げられる。類似映

像の検出においては、すでにキーフレーム画像の SIFT特徴を

用いた手法 [10]が提案されているが、この手法は静止画による

照合であり、照合における計算時間も膨大であるため、実用性

を考えるとそのまま用いることは難しい。

そして最終的には、様々な国のニュース映像を含む、より大

規模な映像アーカイブに適用することが望まれる。
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